
 

（様式第11） 

  循・呼セ第     号 

令和５年 １０月 ２日 

 

 

 埼玉県知事 大野 元裕 様 

 

 

                         住 所 埼玉県熊谷市板井１６９６ 

                     申請者 

                         氏 名 地方独立行政法人埼玉県立病院機構 

                             埼玉県立循環器・呼吸器病センター 

                         病院長 栁澤 勉 

 

 

埼玉県立循環器・呼吸器病センターの地域医療支援病院の業務報告について 

 

 

標記について、医療法第12条の２の規定に基づき、令和４年度の業務に関して報告します。 

 

 

記 

 

 

１ 開設者の住所及び氏名 

住所 
〒362-0806 

 埼玉県北足立郡伊奈町大字小室８１８ 

氏名 
 地方独立行政法人埼玉県立病院機構 

 理事長 岩中 督 

 
 （注）開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

２ 名称 

 

３ 所在の場所 

〒360-0197  

  埼玉県熊谷市板井１６９６               電話（０４８）５３６－９９００ 

  

４ 病床数 

精神病床 感染症病床 結核病床 療養病床 一般病床 合計 

床 ２１床 ３０床 床 ２９２床 ３４３床 

 

  

  地方独立行政法人埼玉県立病院機構 埼玉県立循環器・呼吸器病センター 



 

５ 施設の構造設備 

施設名 地方独立行政法人埼玉県立病院機構 埼玉県立循環器・呼吸器病センター 

集中治療室 
セントラルモニタリングシステム、高機能ＩＣＵベッド、心電図モニター 

病床数３１床（ＩＣＵ１２床、ＣＣＵ１１床、ＲＣＵ８床） 

化学検査室 超低温槽、分光光度計、生化学分析装置、自動血球分析装置 

細菌検査室 全自動細菌検査装置、蛍光顕微鏡、生物顕微鏡、超低温槽、安全キャビネット 

病理検査室 病理診断支援システム、クリオスタット、自動染色装置、自動染色封入装置 

病理解剖室 死体保存冷蔵庫、解剖台、剖検用デセクションランプ 

研究室 超遠心機、小動物用Ｘ線装置、動物用実験管理ゲージ、実体顕微鏡、血流計 

講義室 室数 １室  収容定員 ２００人  机、椅子、スクリーン、プロジェクター 

図書室 室数 １室  蔵所数 １０，１１６ 冊程度 

救急用又は患者

搬送用自動車 

（主な設備）患者搬送用自動車 

保有台数  １ 台 

医薬品情報管理室 ［専用室の場合］   床面積 １３．６㎡ 

(注) 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器等を記入すること。 

 

 

 

 

 

 

  



 

（様式第12）他の病院又は診療所から紹介された患者に対し医療を提供する体制が整備されていること

を証する書類 

 

１ 地域医療支援病院紹介率及び地域医療支援病院逆紹介率 

(注) １ 「地域医療支援病院紹介率」欄は、ＡをＢで除した数に100を乗じて、小数点以下第１位

まで記入すること。 

(注) ２ 「地域医療支援病院逆紹介率」欄は、ＣをＢで除した数に100を乗じて、小数点以下第１位

まで記入すること。 

(注) ３ それぞれの患者数については、前年度の延数を記入すること。 

 

  

地域医療支援病院 

紹介率 
90.5 ％ 

算定 

期間 
令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

地域医療支援病院 

逆紹介率 
127.8 ％ 

算出 

根拠 

Ａ：紹介患者の数 ４，５３０人 

Ｂ：初診患者の数 ５，００７人 

Ｃ：逆紹介患者の数 ６，３９９人 



 

（様式第13）救急医療を提供する能力を有することを証する書類 

 

１ 重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況 

№ 職種 氏   名 勤務の態様 勤務時間 備考 

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

   
常勤   専従 

非常勤  非専従 
  

 

２ 重症救急患者のための病床の確保状況 

優先的に使用できる病床 ４床 

専用病床 ０床 

(注) 一般病床以外の病床を含む場合は、病床区分ごとに記載すること。 

 

 

別紙のとおり 



 

３ 重症救急患者に必要な検査、治療を行うために必要な診療施設の概要 

施 設 名 床 面 積 設  備  概  要 24時間使用の可否 

救急処置室   ５１．４㎡ 搬送用心電図モニター、 可 

手術室 ４４０．６㎡ 
人工心肺装置、セントラルモニタリ

ングシステム、超音波画像診断装置 
可 

集中治療室 ２３７１．７㎡ ＩＣＵ12床、ＣＣＵ11床、ＲＣＵ8床 可 

ＭＲＩ室 

ＣＴ室 
１５１．２㎡ 

高速Ｘ線ＣＴ装置、３ＴＭＲＩ装

置、１．５ＴＭＲＩ装置 
可 

血管造影室 １５０．４㎡ 
汎用血管撮影装置、 

血管撮影装置（心臓・頭部） 
可 

 

４ 備考 

呼吸器内科、呼吸器外科、循環器内科、心臓外科、血管外科、脳神経外科、消化器外科、腎臓内科 

(注) 特定の診療科において、重症救急患者の受入体制を確保する場合には、その旨を記載すること。 

   既に、救急病院等を定める省令（昭和39年厚生省令第８号）に基づき都道府県知事の救急病院

の認定を受けている病院、救急医療対策の設備事業について（昭和52年７月６日付け医発第692号

厚生省医務局長通知）に基づき救急医療を実施している病院にあっては、その旨を記載すること。 

 

５ 救急医療の提供の実績 

救急用又は患者輸送自動車により搬入した

救急患者の数 

１，７９２人 

（ １，４１１人） 

上記以外の救急患者の数 
１，８４７人 

（   ９６３人） 

合計 
３，６３９人 

（ ２，３７４人） 

(注) それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記入すること。 

 括弧内には、それぞれの患者数のうち入院を要した患者数を記載すること。 

 

６ 救急用又は患者輸送用自動車 

救急用又は患者輸送用自動車 １台 

  



 

（様式第14）地域医療従事者による診療、研究又は研修のための利用（共同利用）のための体制が整備

されていることを証する書類 

 

１ 共同利用の実績 

共同利用医療機関延べ数     ５８件 

 

開設者と関係のない医療機関数  ５８件 

 

共同利用に係る病床利用率     ０％ 

(注) 前年度において共同利用を行った実績がある場合において、当該前年度の共同利用を行った医

療機関の延べ数、これらの医療機関のうち開設者と直接関係のない医療機関の延べ数、共同利用

に係る病床の病床利用率を明記すること。 

 

２ 共同利用の範囲等 

建物：病棟部分、図書室、講堂 

設備：入院用ベッド、インターネット接続可能パソコン、コピー機、医学蔵書等 

機器：ＭＲＩ、ＣＴ、超音波診断装置、スクリーン、プロジェクター、音響装置 

(注) 当該病院の建物の全部若しくは一部、設備、器械又は器具のうち、共同利用の対象とする予定

のものを明記すること。 

 

３ 共同利用の体制 

 ア 共同利用に関する規定の有無 ○有・無 

 イ 利用医師等登録制度の担当者 氏 名：茂木 弘明 

                 職 種：主査 

(注) 共同利用に関する規定が有る場合には、当該規定の写しを添付すること。 

 

４ 登録医療機関の名簿 

医療機関名 開 設 者 名 住   所 主たる診療科名 
地域医療支援病院開設者との経営上

の関係   

     

(注) 当該病院と同一の２次医療圏に所在する医療機関のみ記入すること。 

 

常時共同利用可能な病床数 ６床 

  

別紙のとおり 



 

（様式第15）地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修を行わせる能力を有することの証明 

 

１ 研修の内容 

実践に生かせる心電図看護を学ぼう 

実践に活かせる呼吸器看護～ここがわかれば上手くいく～ 

実践に活かせる循環器看護を学ぼう！ 

スキンケア～基礎編から応用編まで～ 

脳卒中の治療と看護 

 

２ 研修の実績 

（１）地域の医療従事者への実施回数 １９回 

（２）（１）の合計研修者数 ５５０人 

(注) １ 研修には、当該病院以外の地域の医療従事者が含まれるものを記入すること。 

（注）２ （２）には、前年度の研修生の実数を記入すること。 

 

３ 研修の体制 

 ア 研修プログラムの有無 ○有・無 

 イ 研修委員会設置の有無 ○有・無 

 ウ 研修指導者 

研修指導者氏名 職  種 診療科 役 職 等 臨床経験数 特 記 事 項 

 
   年  

    年  

    年  

    年  

    年  

    年  

    年  

(注) 教育責任者については、特記事項欄にその旨を記載すること。 

別紙のとおり 



 

４ 研修実施のための施設及び設備の概要 

施  設  名 床 面 積 設   備   概   要 

講堂 ２６１．８㎡ 机、椅子、スクリーン、プロジェクター 

 ㎡ （主な設備） 

 ㎡ （主な設備） 

 ㎡ （主な設備） 

 ㎡ （主な設備） 

 

  



 

（様式第16）診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法 

 

管理責任者氏名 病院長 栁澤 勉 

管理担当者氏名 業務部長 平井 進 

 

 保管場所 分  類  方  法 

診療に関する諸記録 

 病院日誌、各科診療日誌、処方せん､手

術記録、看護記録、検査所見記録､エック

ス線写真、紹介状、退院した患者に係る入

院期間中の診療経過の要約 

新病歴庫 

（サーバー） 
電子カルテに保存 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

共同利用の実績 連携室 電子データにより月別、年度別に分類保管 

救急医療の提供の実績 連携室 同 上 

地域の医療従事者の資質の向上

を図るための研修の実績 
連携室 同 上 

閲覧実績 
診療情報

管理室 
同 上 

紹介患者に対する医療提供及び

他の病院又は診療所に対する患

者紹介の実績の数を明らかにす

る帳簿 

連携室 同 上 

(注) 「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理

方法の概略を記入すること。 

 

  



 

（様式第17）診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

閲覧責任者氏名 病院長 栁澤 勉 

閲覧担当者氏名 業務部長 平井 進 

閲覧の求めに応じる場所 事務局 医事担当 

閲覧の手続の概要 

・所定の様式により、閲覧責任者に申し出る。 

・閲覧は診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の画面そのものを見せる。 

・診療に関する記録の閲覧は、原則として主治医立ち会いのものとで行う。 

  

 

前年度の総閲覧件数 ０件 

閲 覧 者 別 

医師 ０件 

歯科医師 ０件 

地方公共団体 ０件 

その他 ０件 

  

 

 

 

  



 

（様式第18）委員会の開催の実績 

 (注) 委員会の開催回数及び議論の概要については、前年度のものを記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

委員会の開催回数  １回  

委員会における議論の概要 

埼玉県立循環器・呼吸器病センター地域医療連携推進事業検討委員会 

１ 日 時 令和５年３月３日（金）１３：３０～１４：３０ 

２ 場 所 埼玉県立循環器・呼吸器病センター本館５階 講堂及びＷeb 

３ 議題 

（１）地域医療連携推進事業実績報告について 

（２）循環器・呼吸器病センターの運営状況について 

（３）その他 



 

（様式例第19）患者相談の実績 

 

患者相談を行う場所 相談窓口・相談室・その他（病棟面談室 ） 

主として患者相談を行った者 

（複数回答可） 

社会福祉士、看護師 

患者相談件数 ９，８２２件 

患者相談の概要 

地域医療連携・入退院支援センターを患者相談窓口とし、つぎの相談に対応した。 

○医療福祉相談 

  患者・家族の抱える社会的問題の相談に対応した。社会的相談、経済的相談、心理的相 

 談、在宅療養相談など、相談内容は多岐にわたった。必要に応じ、院内外の関係各所と協働 

 し、患者・家族の課題解決に取り組んだ。 

○医療安全相談 

  医療安全に係わる相談窓口とし、相談者と医療者の対話を促進し互いの理解を深める対話 

 推進者として介入した。虐待や暴力事案については、医療安全管理室と連携し組織的に対応 

 した、 

○脳卒中相談 

  脳卒中コア施設として相談窓口を設置した。脳卒中により長期に及ぶ治療やリハビリテー 

 ション、今後の生活の再構築、経済面の不安、再発予防など先を見据えた相談に対応した。 

 院内各部署に配置されている脳卒中相談士と連携し、患者・家族の多様かつ個別の相談に多 

 職種チームで対応した。 

○看護相談 

  院内外からの受診相談や転院相談、セカンドオピニオン、在宅療養環境の整備などに係わ 

 る相談に対応した。 

○がん相談 

  がん患者とその家族の治療と療養に係わる相談に対応した。 

 

 

 

(注) 患者相談の概要については、相談内容を適切に分類し記載するとともに、相談に基づき

講じた対策等があれば併せて記載すること。また、個人が同定されないよう配慮すること。 

  



 

（様式第 20）その他の地域医療支援病院に求められる取組みに関する書類（任意） 

  

１  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○有・無 

・評価機関名：（公財）日本医療機能評価機構 

・認定有効期間：令和３年５月２９日～令和８年５月２８日 

（新型コロナウイルス流行のため、令和４年９月１５日・１６日受審） 

(注) 医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価が

あること。 

 

２  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有・無 

・当センターの「ホームページ」を通じて、当センターの診療内容や受診方法などを情報発信 

 している。 

・医療機関に対してはセンターの機関誌「循呼ＮＥＷＳ」にて情報発信している。 

 

３  退院調整部門 

① 退院調整部門の有無 ○有・無 

・退院調整部門の概要 

・入退院支援センターにおいて、専従・専任の退院支援看護師及び社会福祉士が退院支援を 

 行っている。 

 

 

４  地域連携を促進するための取組み 

① 地域連携クリティカルパスの策定 ○有・無 

（策定した地域連携クリティカルパスの種類・内容） 

・「脳卒中地域連携クリティカルパス」を運用している。 

・当センターは計画管理病院としての機能を有している。 

（地域連携クリティカルパスを普及させるための取組み） 

・近隣医療機関と定期的に「脳卒中地域連携診療計画」に係る情報交換会を実施している。 

 

 

 

 



(様式例第１３)　救急医療を提供する能力を有することを証する書類

１　重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況
No 職種 氏名 勤務の態様 勤務時間 備考
1 医師 栁澤　勉 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
2 医師 池谷　朋彦 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
3 医師 武藤　誠 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
4 医師 宮本　敬史 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
5 医師 中島　崇智 常勤 8時30分～17時15分
6 医師 鈴木　輝彦 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
7 医師 藤原　堅祐 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
8 医師 村上　彰通 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
9 医師 藤井　真也 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
10 医師 永吉　信哉 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
11 医師 野々上　明 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
12 医師 羽鳥　将史 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
13 医師 佐々木　和哉 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
14 医師 佐藤　彰洋 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
15 医師 池田　和也 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
16 医師 金井　聡 非常勤 8時30分～16時45分 宿日直有り
17 医師 中山　稜 非常勤 8時30分～16時45分 宿日直有り
18 医師 岩﨑　俊充 非常勤 8時30分～16時45分 宿日直有り
19 医師 大宮　譲 非常勤 8時30分～16時45分 宿日直有り
20 医師 原　宏明 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
21 医師 小西　良美 常勤 8時30分～17時15分 育児休業
22 医師 中村　裕美子 非常勤 9時45分～15時45分
23 医師 織井　恒安 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
24 医師 近藤　太一 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
25 医師 阿部　貴行 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
26 医師 若田部　誠 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
27 医師 川﨑　恭兵 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
28 医師 原　正幸 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
29 医師 瀧澤　玲央 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
30 医師 鈴木　宏幸 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
31 医師 叶内　哲 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
32 医師 上田　みゆき 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
33 医師 髙田　直美 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
34 医師 松本　寛子 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
35 医師 高栁　昇 常勤 8時30分～17時15分
36 医師 倉島　一喜 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
37 医師 鍵山　奈保 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
38 医師 髙久　洋太郎 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
39 医師 石黒　卓 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
40 医師 小林　洋一 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
41 医師 河手　絵理子 常勤 8時30分～17時15分
42 医師 西田　隆 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
43 医師 磯野　泰輔 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
44 医師 小島　彩子 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
45 医師 西岡　彩子 非常勤 8時30分～16時45分 宿日直有り
46 医師 丸山　智也 非常勤 8時30分～16時45分 宿日直有り
47 医師 古野　肇 非常勤 8時30分～16時45分 宿日直有り
48 医師 髙橋　伸政 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
49 医師 諸岡　宏明 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
50 医師 揖斐　孝之 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
51 医師 脇本　信 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
52 医師 神山　陽一 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
53 医師 須賀　邦彦 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
54 医師 原田　祥恵 常勤 8時30分～17時15分 育児休業
55 医師 洲川　明久 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
56 医師 三好　壮太郎 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
57 医師 三田　範勝 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
58 医師 前田　隆求 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
59 医師 大平　幸代 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
60 医師 松浦　加恵 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
61 医師 清水　禎彦 常勤 8時30分～17時15分
62 医師 吉川　雄一郎 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
63 医師 寺西　亮雄 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
64 医師 小野寺　康暉 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
65 医師 玉田　啓太 非常勤 9時00分～15時48分 宿日直有り
66 医師 笠倉　至言 常勤 8時30分～17時15分 宿日直有り
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あいざわクリニック 医療法人健証会 熊谷市桜木町１－１９５ 内科 なし

秋浜医院 医療法人仁正会 熊谷市別府３－１７０ 小児科 なし

あけとクリニック 医療法人 麻葉会 熊谷市川原明戸５６９ 内科 なし

あさひクリニック 小杉　浩司 熊谷市今井１２６６－１ 内科 なし

あべ泌尿器科 医療法人あべ泌尿器科 熊谷市太井１６４１ 泌尿器科 なし

五十嵐医院 医療法人　五十嵐医院 熊谷市上之５２０－１ 泌尿器科 なし

池田内科眼科クリニック 医療法人杏樹会 熊谷市原島９３５－１ 内科 なし

石川医院 医療法人石川医院 熊谷市弥生１－５０ 内科 なし

石川クリニック 石川　美穂 熊谷市肥塚１１５４－３ 内科 なし

石丸安世記念　熊谷ディアベテスクリニック 医療法人安和会 熊谷市玉井南１－１ 糖尿病内科 なし

いのクリニック 医療法人いのクリニック 熊谷市箱田１－１２－２４ 内科 なし

今井医院 医療法人熊翔会 熊谷市中央１ー２ 内科 なし

内田クリニック 医療法人 愛信会 熊谷市妻沼１２３４ 内科 なし

梅澤診療所 梅澤　好弘 熊谷市佐谷田３５９３－１ 内科 なし

えのもとクリニック 医療法人 アスクレピオス 熊谷市中央３－１８６ 小児科 なし

大塚医院ファミリークリニック 大塚　貴博 熊谷市大麻生１３９６ 内科 なし

岡田医院 岡田　孝 熊谷市拾六間２７３ 外科 なし

荻野耳鼻咽喉科医院 荻野　智 熊谷市本町２－１３７ 耳鼻咽喉科 なし

奥野皮膚科 医療法人奥野皮膚科 熊谷市箱田１－４－２０ 皮膚科 なし

小澤整形外科医院 熊谷市上之３４９９ 整形外科 なし

かくたクリニック 医療法人社団 ともさと会 熊谷市佐谷田山神１５４２－１ 内科 なし

掛川医院 掛川　淳 熊谷市西野１１ 内科 なし

籠原病院 医療法人社団　紘智会 熊谷市美土里町３－１３６ 内科 なし

かみのクリニック 医療法人くぼじまクリニック 熊谷市上之３８７６－１ 内科 なし

河田医院 河田　政之 熊谷市新堀新田５０３－１ 内科 なし

関東脳神経外科病院 医療法人啓清会 熊谷市代１１２０ 脳神経外科 なし

北野医院 北野　善郎 熊谷市美土里町２－７４ 内科 なし

木原医院 医療法人惠晴會 熊谷市肥塚１－１－１２ 内科 なし

木村整形外科 医療法人 木村整形外科 熊谷市原島６８９－４ 整形外科 なし

木元整形脳神経外科医院 医療法人恵星会 熊谷市上川上４９１－１ 整形外科 なし

くぼじまクリニック 医療法人くぼじまクリニック 熊谷市久保島１７８５－２ 内科 なし

くまがやクリニック 医療法人久保島診療所 熊谷市大原３－６－３ 内科 なし

熊谷外科病院 医療法人同愛会 熊谷市佐谷田３８１１－１ 外科 なし

熊谷神経クリニック 医療法人弥生会 熊谷市万平町１－１３ 精神科 なし

熊谷生協病院 医療生協さいたま生活協同組合 熊谷市上之３８５４ 内科 なし

熊谷総合病院 医療法人熊谷総合病院 熊谷市中西４－５－１ 内科 なし

熊谷内科小児科たかしの森クリニック 医療法人たかしの会 熊谷市上奈良１２９６ 内科 なし

熊谷福島病院 医療法人 熊谷福島病院 熊谷市宮前町１－１３５－２ 内科 なし

熊谷ペインクリニック 医療法人ゆうし会 熊谷市太井１６４０－１ 麻酔科 なし

くまがやレディースクリニック 医療法人隆会 熊谷市箱田６－４－４ 産婦人科 なし

県西在宅クリニック熊谷 医療法人社団尽徳会 熊谷市村岡３０７－１ 内科 なし

こいづかクリニック 医療法人周峰会 熊谷市肥塚４－６５ 内科 なし
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こせがわ内科クリニック 小瀬川　至 熊谷市広瀬２２６－６ 内科 なし

小林医院 小林　厚生 熊谷市村岡５３５－１ 内科 なし

小林医院 小林　正巳 熊谷市小江川１９６３ 内科 なし

小林クリニック 小林　正裕 熊谷市河原町２－５ 内科 なし

こばやし小児科 医療法人社団ケイアイディ 熊谷市妻沼中央１５－１ 小児科 なし

小林整形外科 医療法人彰友会 熊谷市玉井南１－４９－２ 整形外科 なし

埼玉江南病院 医療法人 仁和会 熊谷市江南中央２－７－２ 精神科 なし

埼玉慈恵病院 社会福祉法人埼玉慈恵会 熊谷市石原３－２０８ 内科 なし

さいとう小児科医院 医療法人杏友会 熊谷市拾六間７８８－３４ 小児科 なし

酒巻クリニック 医療法人メディチ会 熊谷市原島５５５ 整形外科 なし

坂本内科医院 坂本　孝一 熊谷市新堀新田５１８－５ 内科 なし

佐川医院 佐川　尚夫 熊谷市小曽根７４５－２ 内科 なし

さめじまボンディングクリニック 医療法人きずな会 熊谷市太井１６８１ 産婦人科 なし

三愛熊谷医院 医療法人サンアイ 熊谷市筑波３－２０２ 内科 なし

柴﨑外科循環器科医院 医療法人社団柴心会 熊谷市新堀新田５２７－７ 内科 なし

耳鼻咽喉科中島医院 医療法人かごはな会 熊谷市玉井１－７９ 耳鼻咽喉科 なし

しぶや医院 医療法人社団 しぶや医院 熊谷市大原２－７－１０ 小児科 なし

清水内科 清水　智江 熊谷市上之１５６２－１ 内科 なし

正田眼科クリニック 正田　陽子 熊谷市桜木町１－７１ 眼科 なし

正田整形外科クリニック 正田　健次郎 熊谷市桜木町１－７１ 整形外科 なし

鈴木医院 医療法人鈴木医院 熊谷市葛和田１１１７－１ 内科 なし

すみや医院 医療法人秀峯会 熊谷市西別府１８５５－５ 泌尿器科 なし

せき内科医院 関　秀格 熊谷市宮前町２－１３３－１ 内科 なし

関根医院 柴崎　道子 熊谷市本町２－４３ 小児科 なし

高沢内科クリニック 医療法人 高沢内科クリニック 熊谷市石原２－１７０ 内科 なし

高津江南クリニック 医療法人新紀会 熊谷市樋春１９７４－５ 内科 なし

たかの眼科 医療法人社団 たかの眼科 熊谷市宮町２－１ 眼科 なし

たがやクリニック 医療法人社団 たがやクリニック 熊谷市銀座１－１１０ 内科 なし

千島内科クリニック 千島　丈一 熊谷市玉井３１４－３ 内科 なし

中央脳神経外科 医療法人恂尚会 熊谷市中央１－１４２ 脳神経外科 なし

ティアラ21女性クリニック 医療法人 うぶごえ会 熊谷市筑波３－２０２ 婦人科内科 なし

ティーエムクリニック 医療法人クレモナ会 熊谷市三ヶ尻４８ 内科 なし

藤間病院 医療法人藤和会 熊谷市末広２－１３７ 内科 なし

徳岡整形外科内科 徳岡　進 熊谷市戸出１０４１ 整形外科 なし

中島クリニック 医療法人萌木会 熊谷市妻沼東５－５０ 内科 なし

長又医院 医療法人 長又医院 熊谷市本石２－２４０ 内科 なし

新島整形外科 新島　光宏 熊谷市原島１－１ 整形外科 なし

西熊谷病院 公益財団法人西熊谷病院 熊谷市石原５７２ 精神科 なし

西田医院 西田　篤 熊谷市小曽根１１１－１ 内科 なし

西田クリニック 西田　伸 熊谷市末広２－２１ 脳神経外科 なし

ねごろクリニック 医療法人社団啓孝会 熊谷市銀座５－６－１３ 内科 なし

野口医院 安井　栄一郎 熊谷市鎌倉町３ 内科 なし
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野口皮膚科診療所 野口　哲郎 熊谷市筑波２－４８－１ 皮膚科 なし

はぎわら眼科 萩原　直也 熊谷市玉井１７４４－１ 眼科 なし

林眼科 医療法人知世会 熊谷市三ヶ尻３３５ 眼科 なし

原口外科医院 原口　亨 熊谷市飯塚３８９ 内科 なし

平田クリニック 医療法人　平田クリニック 熊谷市肥塚４－２０５ 内科 なし

吹田脳外科医院 吹田　明裕 熊谷市佐谷田不動堂７４３ 脳神経外科 なし

ベルこどもクリニック 医療法人ベルこどもクリニック 熊谷市拾六間７５５－３１ 小児科 なし

松井医院 医療法人医真会 熊谷市宮町２－６０ 内科 なし

松崎整形外科 医療法人社団松愛会 熊谷市上之３１３７－５ 整形外科 なし

まつだ整形外科クリニック 医療法人社団nagomi会 熊谷市弥藤吾１８０－１ 整形外科 なし

松本医院 医療法人 松仁会松本医院 熊谷市妻沼１５０１ 内科 なし

松本医院 医療法人松武会 熊谷市成沢８８７－３ 内科 なし

まつもと耳鼻咽喉科 松本　毅 熊谷市上之字宿裏７４８－３ 耳鼻咽喉科 なし

三尻小児科 福島　直文 熊谷市三ヶ尻字八幡２８８７－１ 小児科 なし

三輪医院 三輪　武司 熊谷市宮町１－１１９－１ 内科 なし

村上クリニック 村上　一彦 熊谷市新堀１２８ 内科 なし

メディカルプラザ熊谷 医療法人メディカルプラザ熊谷 熊谷市銀座２－２８ 内科 なし

めぬま整形外科 医療法人社団幸豊会 熊谷市妻沼東４－６６－６ 整形外科 なし

持田クリニック 持田　淳弘 熊谷市玉井１１４８－１ 内科 なし

森医院こどもクリニック 医療法人森医院 熊谷市石原１００－１ 小児科 なし

森川整形外科医院 森川　一夫 熊谷市万吉２１８４－１ 整形外科 なし

森田皮膚科クリニック 森田　貴史 熊谷市太井１６４０－２ 皮膚科 なし

安原泌尿器科クリニック 医療法人社団克翔会 熊谷市中央２－２５８－１ 泌尿器科 なし

山本内科胃腸科医院 医療法人裕千会 熊谷市大原１－１－３３ 内科　 なし

ゆうあい内科・脳神経クリニック 医療法人社団悠之会 熊谷市太井１６８５－１ 内科 なし

ユズリ葉メンタルクリニック 中江　雅人 熊谷市銀座１－１５２ 精神科 なし

よしおか内科こどもクリニック 医療法人桜駿優会 熊谷市伊勢町２１２－１ 内科 なし

吉田医院 吉田　豊 熊谷市本石２－６１ 内科 なし



３　研修の体制

　ウ　研修指導者

研修指導者氏名 職種 診療科 役職等 臨床経験年数 特記事項

栁澤　勉 医師 呼吸器内科 病院長 38 教育責任者

池谷　朋彦 医師 呼吸器外科 副病院長 36

武藤　誠 医師 循環器内科 副病院長 35

宮本　敬史 医師 循環器内科 科長兼診療部長 25

原　宏明 医師 腎臓内科 科長兼診療部長 14

織井　恒安 医師 心臓外科 科長兼診療部長 30

原　正幸 医師 血管外科 科長兼診療部長 1

叶内　哲 医師 放射線診断科 科長兼診療部長 34

松本　寛子 医師 放射線治療科 科長兼診療部長 31

高栁　昇 医師 呼吸器内科 科長兼診療部長 39

髙橋　伸政 医師 呼吸器外科 科長兼診療部長 24

神山　陽一 医師 消化器外科 科長兼診療部長 24

吉川　雄一郎 医師 脳神経外科 科長兼診療部長 19

笠倉　至言 医師 脳血管内治療科 科長兼診療部長 1

洲川　明久 医師 リハビリテーション科 科長兼診療部長 36

三好　壮太郎 医師 麻酔科 科長兼診療部長 29

清水　禎彦 医師 病理診断科 科長兼診療部長 38

高橋　陽子 看護師 副病院長兼看護部長 37

棚倉　玲子 看護師 副部長 37

田島　修 放射線技師 副部長 36

横田　進 臨床検査技師 副部長 39

三宮　忠 薬剤師 部長 32

萬羽　知子 管理栄養士 副部長 34

田代　良一 生物化学工学士 主任 27

柳澤　千香子 理学療法士 副部長 32

中嶋　康仁 臨床工学士 副部長 28

関根　明子 看護師 主幹 28 医療安全

大沢　朗子 看護師 主査 18 感染管理



埼玉県立循環器・呼吸器病センター地域医療連携推進事業運営規程 

 

(目 的) 

第１条 地域医療連携推進事業(以下｢連携事業｣という。)とは、埼玉県立循環器・呼吸器病セ 

ンター(以下｢センター｣という。)と地域医療機関とが機能分担するとともに、より緊密に連携

協調し、センターが｢かかりつけ医｣機能の支援を行うことにより、地域医療の向上に貢献する

ことを目的とする。 

 

(連携事業の内容) 

第２条 センターの連携事業の内容は、次に掲げるものとする。 

(1) 紹介患者に対する医療の提供 

(2) 救急医療の提供 

(3) 地域医療の従事者に対する研修の実施 

(4) 共同利用の実施 

ア 入院診療への参加 

イ 手術への参加 

ウ 診断機器の利用 

    

(登録医療機関) 

第３条 入院診療及び手術に参加する県内医療機関は、センターに登録し、｢登録医療機関｣とな

るものとする。 

２ 登録医療機関の医師(以下｢登録医｣という。)は、センター組織には属さず、病院職員に対す

る直接の指示権限は有さないものとする。 

３ 登録医の登録年限は２年とする。ただし、登録医とセンターの双方に異存がない場合は自動

的に延長されるものとする。 

 

(紹介患者に対する医療の提供) 

第４条 センターは、医師からの紹介患者の診療を行うものとする。 

２ センターでの診療で病状が軽快した患者及び治療方針が確定した患者等については、紹介医

療機関又は地域の医療機関へ逆紹介するものとする。 

 

(救急医療の提供) 

第５条 センターは、２４時間体制で医師からの紹介に基づく二次ないし三次救急(重症患者)を

行うものとする。 

 

(地域の医療従事者に対する研修の実施) 

第６条 センターは、地域の医療従事者を対象に症例検討会等各種研修会を行うものとする。 

２ 地域の医療従事者は、センターの図書室管理規程に従って、図書を閲覧することができる。 

３ センターは、個別の研修の受入れを行うものとする。 

 



(共同利用の実施) 

第７条 登録医の利用する病床(共同利用病床)は、６床とする。 

２ 共同利用病床への入院は、他の入院と同様にセンターの所定の手続のもとに行い、入院患者

はセンターの担当医の責任で診療するものとする。 

３ 登録医は、担当医への事前連絡のもと、担当医とともに患者の診療、診療方針の協議を行う

ものとする。 

４ 登録医は、担当医とともに手術に参加することができる。 

５ 登録医は高度診断機器を利用することができる。 

６ 利用は、紹介、予約制とする。 

 

(登録医の留意事項) 

第８条 登録医は、次に掲げる事項を遵守するものとする。 

(1) 登録医が患者に必要な投薬、検査、処置等の診療行為を指示するときは、担当医を介して

行うものとする。 

(2) 患者家族への説明は、担当医と協議の上、行うものとする。 

(3) 登録医が来院するときは、担当医に連絡するものとする。 

(4) センターの規程、慣行、取決め等に従うものとする。 

 

(地域医療連携室) 

第９条 本事業の円滑な運営のため、地域医療連携室(以下｢連携室｣という。)をセンター内に設

置する。 

２ 連携室は、登録医からのセンター施設利用の要請及び来院時の対応、センターの担当医師と

の連絡調整を主たる業務とする。 

３ 連携室の責任者は、センターの担当副病院長とする。 

 

(検討委員会) 

第１０条 連携事業の実施に当たり運営の円滑化及び諸問題を協議するために、検討委員会を設

ける。 

 

(規程の改正) 

第１１条 本規程は、検討委員会で協議の上、改正することができる。 

 

附 則 

 この規程は、平成２０年５月１４日から施行する。 



埼玉県立循環器・呼吸器病センター地域医療連携推進事業実施要綱 

 

(趣旨) 

第１条 この要綱は、埼玉県立循環器・呼吸器病センター (以下｢センター｣という。)

が地域医療連携推進事業を実施するに当たり必要な事項を定めるものとする。  

 

(登録医) 

第２条  センターの医師と地域医療連携推進事業 (以下｢連携事業｣という。 )に参加

する医療機関の医師(以下｢登録医｣という。 )は、患者の相互紹介を図ることとす

る。 

２ 病院長は、当該医師会長の了承を得て登録医を募ることとする。  

３ 登録医になろうとする医師または当該医療機関の代表医師は、連携事業に参加

することの承諾を文書により病院長に提出する。  

４ 登録医の期間は２年とする。ただし、登録医とセンターの双方に異存がない場

合は、自動延長することとする。  

 

(紹介患者に対する医療の提供 ) 

第３条 紹介は診療情報提供書に基づき行うこととするが、緊急の場合には電話紹

介によることもできることとする。  

 

(研修の実施) 

第４条 センターは、研修プログラムの管理及び評価を行うため、地域研修委員会

を設置する。  

 

(登録医の入院診療及び手術への参加 ) 

第５条 登録医は、センターにおいて入院診療及び手術に参加をする場合は、様式

第１号により共同利用病床利用申請書を提出し、センターの承認を得なければな

らない。  

２ 登録医は、共同利用病床利用申請書をセンター地域医療連携室に申し出るとと

もに、様式第２号の共同利用病床利用承認証の交付を受けなければならない。  

３ 共同利用病床利用の可否は、運営規程第９条第３項の連携室の責任者 (以下｢地

域医療連携室長｣という。)が決定する。  

４ 登録医は、運営規程第８条で定める事項を遵守するほか、次の条件のもとで共

同利用病床を利用することができる。  

(1) 共同利用病床の入院は時間内に行うこと。 

(2) 登録医がセンターで診療に参加することについて、患者家族が同意している

こと。また、患者家族への説明は、担当医と協議の上、行うこと。  

(3) 主治医は、センターの医師であること。  

(4) 登録医は、患者の病状に応じてセンターに来院し、患者の状態を把握するこ

と。ただし、手術への参加はこの限りでないこと。  



(5) 登録医の診療時間は、原則として休日と土曜日を除く午後１時から午後３時

までとする。ただし、手術への参加は手術の時間内とする。また、登録医が来

院する時は、担当医に必ず連絡すること。  

(6) 登録医は、患者に必要な投薬、検査、処置、手術等の診療行為の指示は、主

治医を介して行うものとし、また、診療行為も主治医と共同で行うこととする。  

(7) 登録医は、常にセンターからの連絡が受けられる手段を確保するものとする。  

 

(高度診断機器の利用) 

第６条 登録医は、ＭＲＩ、ＣＴ装置など高度診断機器を利用することができる。  

２ 高度診断機器利用の申し込みは、地域医療連携室に申し込むものとする。  

３ 運用は取り扱い規程に定める。  

 

(地域医療連携推進事業検討委員会 ) 

第７条 運営規程第 10 条に定める検討委員会として、埼玉県立循環器・呼吸器病セ

ンター地域医療連携推進事業検討委員会 (以下｢地域連携検討委員会｣という。)を

設置する。  

２ 地域連携検討委員会に関する事項は、埼玉県立循環器・呼吸器病センター地域

医療連携推進事業検討委員会設置要綱に定める。  

 

附 則 

この要綱は、平成２０年７月２日から施行する。  



(様式第１号) 

共同利用病床利用申請書 

 

令和  年  月  日  

 

埼玉県立循環器・呼吸器病センター病院長    様 

 

申請者   住 所 

医療機関名 

医 師 名           ㊞ 

電 話 番 号 

下記の患者に係る共同利用病床の利用については、裏面記載の事項を遵

守の上、埼玉県立循環器・呼吸器病センター地域医療連携推進事業実施要

綱第６条第１項の規定に基づき申請します。  

記 

患者氏名  生年月日 
大正・昭和・平成  

 年  月  日 

住 所  

電話番号  

 

 

 

共同利用病床利用に当たっての遵守事項  

１ 共同利用病床の入院は時間内に行うこと。  

２ 登録医がセンターで診療に参加することについて、患者家族が同意しているこ

と。また、患者家族への説明は、担当医と協議の上、行うこと。  

３ 主治医は、センターの医師であること。  

４ 登録医は、患者の病状に応じてセンターに来院し、患者の状態を把握すること。

ただし、手術への参加はこの限りでないこと。  

５ 登録医の診療時間は、原則として休日と土曜日を除く午後１時から午後３時ま

でとする。ただし、手術への参加は手術の時間内とする。また、登録医が来院す

るときは、担当医に必ず連絡すること。  

６ 登録医は、患者に必要な投薬、検査、処置、手術等の診療行為の指示は、主治

医を介して行うものとし、また、診療行為も主治医と共同で行うこととする。  

７ 登録医は、センターの慣行、取り決め等に従うものとする。  

８ 登録医は、常にセンターからの連絡が受けられる手段を確保するものとする。  



(様式第２号) 

共同利用病床利用承認証 

 

(医 療 機 関 名 ) 

( 医 師 名 )              様 

 

 

患者名           （   年  月  日生）に係る 

共同利用病床の利用については、埼玉県立循環器・呼吸器病センター

地域医療連携推進事業実施要綱第６条第２項の規定に基づき、承認しま

す。 

なお、利用に当たっては、下記記載事項を遵守してください。 

 

 令和  年  月  日 

 

 

埼玉県立循環器・呼吸器病センター 

病院長           印  

 

 

 

 

 

 

                                

共同利用病床利用に当たっての遵守事項  

１ 共同利用病床の入院は時間内に行うこと。  

２ 登録医がセンターで診療に参加することについて、患者家族が同意しているこ

と。また、患者家族への説明は、担当医と協議の上、行うこと。  

３ 主治医は、センターの医師であること。  

４ 登録医は、患者の病状に応じてセンターに来院し、患者の状態を把握すること。

ただし、手術への参加はこの限りでないこと。 

５ 登録医の診療時間は、原則として休日と土曜日を除く午後１時から午後３時ま

でとする。ただし、手術への参加は手術の時間内とする。また、登録医が来院す

るときは、担当医に必ず連絡すること。  

６ 登録医は、患者に必要な投薬、検査、処置、手術等の診療行為の指示は、主治

医を介して行うものとし、また、診療行為も主治医と共同で行うこととする。  

７ 登録医は、センターの慣行、取り決め等に従うものとする。  

８ 登録医は、常にセンターからの連絡が受けられる手段を確保するものとする。  


